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４．５．１６ 子供返還に関する陳情 

 

私 陳情者は、親権者である。 

昨年 10 月 11 日私が仕事で不在の時に突然子供達３名が取手警察と土浦児童

相談所に連れ去られた。私には一切の連絡なく連れていかれた。 

妻は長年精神病を患っており薬が切れると少し様子が変になるため無理やり

でも薬を飲むよう詰め寄ったところ、幼稚園の５歳の子供が何気なく日常を幼

稚園で話した。その話を聞いた町内幼稚園のあまり精神病について理解のない

先生が取手警察に連絡した。 

それから半年間は子供と面会させてもらえず、毎週土浦児相に子供たちを返

してくれるようお願いしたが聞き入れてくれなかった。 

現在妻は自分で病院に行き、きちんと薬を自分で飲むようになり平和で安定

して働いてもいる。 

ちなみに連れていかれた理由は妻が病気のゆえに見た幻覚、勘違い？による

虚言が原因の“虐待の恐れがある”だった。 

今まで妻の虚言に騙された他の自治体はなかった。 

茨城県土浦児相だけが精神病障害者２級の妻の虚言を信じた。 

もちろんそのような事実はなく、妻の病気以外は平和な明るい安心できる家

庭だった。子供たちは家に帰りたいと最初からずっと訴え続けていたが、無視さ

れている。 

今現在もである。 

よって、下記事項を陳情する。 

 

記 

 

１ 子供たちを速やかに平和で温かい家庭に返すこと。 

個人 保健福祉

医療 

 


